第　47回　施設処遇検討会議　議事録　Ｈ22.4.5

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・上平ユリ子・中村文洋・須々田珠実・木村春子　　　　　　　　　　　　馬渕豊子・小笠原嘉紀・三浦とし子・末政絵美

 (欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M・兵藤拓明・福士一　　　竹内一貴・小坂和子)

記　録：上平　ユリ子
議題

１：松永　勘五郎　様（青明舎入所者様）の処遇について

２：高柳　和子　　様 (青山入所者様)　　の処遇について

３：奥山　以依子　様（青風荘入所者様）の処遇について

１：松永　勘五郎　様（青明舎入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点＞

1 精神的に安定して病気を再燃しないように注意して、健康で元気な生活を維持する。

介入方法⇒

· 精神的に安定した生活をするために、内服薬の服用は毎日するように、服薬ノートで確認する。

· 外来への通院は定期的に行い連携を強固なものにする。

2 生活に問題が生じたら速やかに相談する。

介入方法⇒

· 年齢的にスタッフの判断でいろいろ支持的にやってしまうと、頑として聞き入れないところがあるので、常に意見や要望などを聞いたり、話し合いを持ち普段からサポートをとっておき、問題が生じたときはスムーズに相談できるような環境をつくっていく。

③　他者との交流場面を作りながら作業する

介入方法⇒

· 交流を持つこともなく、またトラブルを起すこともなく現状で問題なく作業をこなしているため、このまま見守りしていく。

＜評価＞

· 部屋の掃除、洗濯など日常生活に支障なく生活出来ている。うみねこ幸房にも無欠勤で活き活き働いている為このまま見守っていく。

· 金銭面で節約に拘りがあり、冬の間暖房を使うと灯油代が掛かるとの事で魚焼き機で手を温めていたりしており、助言に対しても聞き入れることは難しい為、常に意見や要望などを聞き出し相談できるような関係性を築いていく。

· 問題は食事の偏りで健康管理が出来ない為､食事内容を確認し助言・指導していく。特に夏場の食事､水分摂取量に注意し、体調を確認していく。

２：高柳　和子　様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：総胆管結石

＜問題点＞

1 いつでも自分の思いを伝えられる

介入方法⇒

· 職員の方から声掛けして、デイケアでの様子を聞いたり青山荘に居る時は、訪室し話をしませんかと誘う。

· 調理訓練や、金銭管理・社会資源の利用など、困った事がないか聞いていく。

· 定期的な話し合いの場を設けて、ざっくばらんな感じで、思っている事を話して頂く。

②　気分の落ち込みに対する対処方法　（継続）
介入方法⇒
· 対人交流が苦手で、相手の話し方など、気にされることが多くみられる為、気分の落ち込みがあった場合には、一人で考えず、すぐに職員へ相談するように促す。

· Wiiのゲーム機でボーリングを行ったり、カラオケ等を誘い、身体を動かしたり、歌を歌う事で気分転換を

図る。・

· 時々職員が買い物や外食に同行している。

3 対所に向けて

介入方法⇒
· 無駄遣いをしないで、毎月小遣いは15,000円以内でやり繰りしている。金銭は自己管理し出来ており、他は貯金している。

· 退所に向けて自炊訓練や、市役所等への手続きは自分で出来るようになってきている。不安がある場合には職員が同行する事を伝えている。

· 本人は青山荘での2年間の訓練が終わったら、退所して弟様の近くにアパートを借りて、住みたいと思っている。

＜評価＞

・　青山荘退所は9月の予定で、退所後はアパート暮らしながら、デイケアに通所する予定としている。デイケア通所が生活の中心になる為、きちんとに通所できるようサポートしていく。

・　本人が苦手としている。対人関係が円滑に出来ない事、環境の変化に適応するまで時間を要する事をクリアする為に、外部の人との接触、現実的な現場を選定して対応の仕方を訓練していく。

· SSTで集団ではなく個人的に対人関係の能力の向上を図っていく。

· 以前アパート暮らしをしていた時の自分の問題点を振り返り、面談をして一つ一つ解決し自信に繋げて行く。

３：奥山　以依子　様　（青風荘利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜問題点＞

①　加減を知らない（洗顔､歯ブラシなど､力加減なく行なう。掃除機を壁にぶつけながらかける）

介入方法⇒

· 臨機応変に行動する事が難しい為、その都度見守り限度を分かりやすく説明し理解していただく。

· アドバイスに対して柔軟な対応が出来ない為､繰り返し説明していく。　　　　

②　社会資源の活用（習得した技術を忘れないために）
介入方法⇒

· 給料だけを重視せず、作業内容、職場環境、就労時間、交通の便などもよく考えるよう促す。

· 割烹料理や調理補助といった仕事に固着刷る傾向があるため、人付き合いの少ない職場を選ぶように助言する。

3 話し合いの中で内容に合わない事を突然話し出す。

介入方法⇒
· 的外れの言動が多い為、その都度言動を振り返り場の雰囲気を乱していることを理解して頂く。

· 他利用者との会話がスムーズに出来るように、ゆっくり落ち着いて話すようアドバイスしていく。
＜評価＞
· 問題点についてはその都度介入し、分かりやすく繰り返し説明していく。

· 自分で決めた事、興味のある事は最後までやり通す等良い所をより伸ばせるようにサポートし、自信に繋げると共に、満足感を味わわせていく。

· 社会資源の参加に意欲的な為、情報提供して視野を広げていく。







